











































…文献上、所在の確認できる初見は承安五年（※一一七五年―稿者注）である。名古屋市内の七ツ寺（旧所在は中島郡宣津里―稲沢七ツ寺）蔵の一切経（重要文化財）のうち大般若経二百三十一（承安正月十八日書写）の奥書に印記された勧請文に伊勢の多度・美濃の南宮等の式内の大社とともに津島の名がみえる。ついで吾妻鏡文治四年二月二日の条に、所々地頭等所領に関す 訴訟について関東から京都に進めた事書のうちに「修理大夫（藤原定輔） 、尾張国津島社板垣冠者不弁 当之由事」 とあるから、 鎌倉期には相当勢力をもった神社になって たことが知られる。
　
また『神道史大辞典』には、 「国史・ 『延喜式』にはみえず、藤原期書写と考えられる『無量義経』と『観普賢経』 （名
古屋市伊藤家蔵）に「尾州津嶋牛頭天王」とみえるのが初見である。 」とあり、やはり平安時代末期の資料が初見であるということが指摘されている。この、津島神社が式内社ではないというこ が、恐らく真野にとって『藤嶋私記』執筆の大きな動機の一つとなっ （後述） 。






































































































































































































































































































































































































































































































































りと雖も具眼に非んは孰れか能く之を甞んや、况んや佗人をや、或人問ひて曰く神島初生の説甚訝し 何となれは此の類説金烏玉兎集に有り、彼の書の註に曰く南膽浮州建立 後諾冊二た神ら高天の原より天 逆矛を指し下して南海に国有んやと、時に老翁一人藕葉に乗して海上に出づ、二神問ひて曰く、何為れそ 者そや、答ふるに我は此の界の地主也、出現する故は此の界開闢有るに於 は草木青色なるへし、則ち東方薬師の瑠璃処と為る可し、我も亦末代に行疫神と成 三毒退治 為めに以て現す可しと云云 是此の尊神の来由と也、然る 秘かに以れは此の旧説に則て当宮の旧記を為るは明けし、然 非すや、抒亦説有り 解して く然るにはあらず、若し夫れ強て之を疑ふ、
④則ち神島初成の説後来遷座の神故共に皆暗に宗廟御鎮座の始末に合へり、是亦疑んか、将た伊勢の旧記に
擬すと謂んか、思いを致すへし、且亦日本紀神代 記文にも似たるをや、思はざ の甚なり、 ）
　
まず真野は『当宮神式』の説をひき、傍線部①の「此の国」について注し、傍線部②、③で断定的に津島＝日本とい









































































































































































































































































































































裏外内同一理にして偏つ〳〵立つ可からざるの神徳たること書伝に於て分明也、是れ則ち同體別称の幽契ならざるや、其の神地や伊勢 曰ひ藤嶋と曰ひ其初め一時同起の大八洲 殊 藤浪の里名伊勢に此の処に維れ此 神契小縁に非ず、猶社伝一往の深秘に在りて く大八洲六島成れ の後出雲国を以て根 国と称して尊神退休の地と為し大巳貴命の日隅の宮地と為す 是天めの神又は皇孫の尊 勅に因れりや、然して後尊神の荒魂は如斯退隠の典拠在りと雖も尚を和魂 韓国に留り坐すこと在り、其荒魂先つ出雲に帰玉こと也 何を以 識るとならば諸尊神出雲に到て後大蛇を斬玉へは也、大蛇は何そや、是尊 の初め無明の神性と云者か、是荒魂先つ異域より帰玉ふの明徴也、爰に知んぬ此神島の自ら凝れるや、一葦化して地主の神地と成るや、俟つ所有 に似たることを曰何をか俟つや、和魂をして此の処に皈著せしめんと也、是れ併ら予 之を知るに非ず、欽明帝の朝に至て九鳥有 神宣 馬津の渡居森の梢に諭せ 、是 於て尊神の経歴宮地の顛末指掌の巨細始て闇夜に灯火を得 か如し、然らずんは欽明帝の元年より元禄七年の今に至るまで一千一百五十余歳の神伝数世の神民宜しく其れ之を與り聞くこと 得んや、神青なる哉、神島の来由尤も仰て信すべ ）
ここでは真野は、傍線部①で『藤記』を注して伊勢の藤浪と津島の旧名としての藤浪、という共通点で伊勢 津島
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とは旁の部分がよく似ているため、日本の別称を「藤浪国」とした『言塵集』の伝本が無いとは言い切れないが、 『詞林采葉抄』にルビ付きで「根」とあることからも、やはり本来的 は「藤根国」であった可能性が高 と思われる。つまり、 『藤嶋私記』に見える記事は、 真野或いは「旧記」の著者が作為的に変更したものである可能性があると思われる。四．神統についての説の異なり　

























































































































































































































































































































〔一書一〕天照大神： 「帯かせる十握剣」から瀛津島姫、 「九握剣」から湍津姫、 「八握剣」から田心姫を生む素戔鳴尊： 「其の頸に嬰がせる五百箇御統の瓊」から正哉吾勝勝速日天忍骨尊・天津彦根命・活津彦根命・天穂日命・
熊野忍蹈命を生む
〔一書二〕天照大神： の「八坂瓊の曲玉」から市杵島姫命・田心姫命・湍津姫命 生む素戔鳴尊：天照大神の「剣」から天穂日命・正哉吾勝勝速日天忍骨尊・天津彦根 ・活 彦根命・熊野櫲樟 命〔一書三〕天照大神 「汝、 若し姧賊之心有ずは、 汝が生まむ子、 必ず男ならむ。如し男を生まば 予以ちて子として天原を治らしめむ」
65
↓
天照大神： 「其の十握剣」から瀛津島姫命（市杵島姫命） 、 「九握剣」から湍津姫命、 「八握剣」から田霧姫命を生む素戔鳴尊： 「其の左 髻に纏かせる五百箇御統の瓊」から勝速日天忍穂耳尊、 「右の髻の瓊」から天穂日命、 「頸に嬰が






天照大御神：須佐之男命の「十拳の剣」から多紀理毘売命（奥 比売命） ・市寸島比売命（狭依毘売命） ・多岐都比売
命を生む
須佐之男命：天照大神の「左の御みづらに纏ける八尺の勾璁の五百津のみすまるの珠」から正勝吾勝々速日天之忍穂耳































盟約 中所化し而して此時男神五柱女神三柱を生む。俗に之八王子と謂ふ。男神五柱は天照太神之を養ひ天原を治めしむ。故に天照太神之御子と謂ふ也。女神三柱は之に降り道主貴と為す。是即ち皇帝守護の神にして豊受太神丹波與佐に坐すの時。又御遷幸の時其の 功験す。 ）
ここでは記紀神話の説を踏襲し、およそ他の神道家から反論されるような余地のない伝統的なかたちで述べている。
























































引用本文は、 『言塵集― と研究』 （荒木尚氏
　
二〇〇八年六月
　
汲古書院）による。
10　
引用本文は、冷泉家時雨亭叢書
78『詞林采葉抄
　
人丸集』 （財団法人冷泉家時雨亭文庫編
　
二〇〇五年六月
　
朝日新聞社）による。
11　
多度神社については、拙稿「多度神社の祭神について」 （ 『仏教文学』第三十二号
　
二〇〇八年三月
　
仏教文学会）を参照されたい。
12　
引用本文は、新編日本古典文学全集 日本書紀』の書き下し文による。
13　
引用本文は、新編日本古典文学全集『古事記』の書き下し文による。
〔付記〕
 貴重な資料の調査を御許可下さいました刈谷市中央図書館 あつくお礼申し上げます。また本稿は寺社縁起研究会東海支部例会に於ける『藤嶋私記』の輪読に基づいています。多くの先生方に教えを賜りましたことを記して感謝申し上げます。
